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 厚生労働科学研究費補助金（移植医療基盤整備研究事業） 

令和4年度 分担研究報告書 

 

『適切な末梢血幹細胞採取法の確立及びその効率的な普及による非血縁者間末梢血幹細胞移植の適切な提供

体制構築と,それに伴う移植成績向上に資する研究』 

 

分担課題名：コーディネートの効率化 

 

研究分担者 小川みどり 公益財団法人日本骨髄バンク 事務局長  

 

研究要旨 

骨髄バンクの使命は、「バンクドナーからの移植を希望する患者に、適切なタイミングでプロダクトを届ける

こと」である。しかし現状は、患者登録から移植まで中央値で約4か月を要し、多くの患者が移植を急いでい

る中、適切な時期に提供できているとは言えない。日本におけるドナーコーディネートは非常に丁寧でドナー

への配慮を行き届かせる一方で、コーディネート期間の短縮化がなかなか進まない。 

移植を急ぐ患者においても、希望する時期に確実に移植できるようなコーディネートを目指す。 

 

Ａ. 研究目的 

当法人を介した非血縁者間造血幹細胞移植を希望す

る患者が、適切な時期に移植を受けられるよう、より

効率的なコーディネート体制を構築し,コーディネー

ト期間短縮をはかる。 

 

Ｂ. 研究方法 

コーディネート現場の細かな運用面を見直し、効率化、

統一化を目指す。 

＜倫理面への配慮＞ 

ドナーの提供は自由意思によるものであり、強制され

ることは一切なく、ドナーの健康と安全を最優先してい

る。 

 

Ｃ. 研究結果 

（１）初期判定医師の導入 

「地区コーディネート開始～ドナー確認検査の適格

性判定」の期間をさらに短縮するため、R5年度よりド

ナー適格性判定医師（以降、判定医師）を導入予定。

その前段階として、R4.12月より初期行程における適格

性判定トライアルを実施した。 

本施策導入は以下の目的を包括して実施するもので

あり、コーディネート期間短縮に寄与すると考える。 

 １．期間短縮 

２．地区代表協力医師への判定依頼の軽減 

 ３．ドナーの負担軽減 

４．判断の統一化 

 

 

（２）採取受け入れへの協力要請 

ＰＢＳＣ採取認定施設（R4年度 130→135施設）の認

定推進によりＰＢＳＣＴ拡大を図るとともに、全国の

施設に対し採取の円滑な受け入れへの協力を継続して

働きかけた。その結果、骨髄採取は約 14％の減少とな

ったが、ＰＢＳＣ採取は件数を維持し、当法人を介し

た造血幹細胞移植における採取全体の約 3割となった。 

骨髄採取数：748件 (前年比-118件) 

末梢血幹細胞採取数 ：307件（前年比+2件） 

  

（３）「骨髄バンク採取受け入れ可否情報共有Webサ

ービス」の活用 

近畿地区では大きな成果をあげているが、他地区では

活用が不十分である。導入済み地区の採取施設に対し

て、引き続き以下を依頼していきたい。 

✔頻繁に更新してください 
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✔先の日程（4-5ヶ月先）も入力 

✔不可(×)とわかっているところだけでも入力してく

ださい 

 

 

（４）調整医師の確保 

患者の希望最適時期での移植を目指すために、年度を

通じ調整医師の確保に努めた。更に次年度より、調整

整医師申請書はＨＰから Word書式でダウンロード可能

とする。メール添付で申請手続きを完了できるよう簡

略化を行うことで更に増員を目指す。 

今年度末：1,200名（昨年度末：1,194名） 

また、拠点病院会議等で、確認検査日程調整の運用案

を提示し、協力を依頼した。 

 

 

（５）適合ドナーからの問診票Web返信導入 

2022年3月末より「適合ドナーからの問診票をWebで返

信」可能となり、2022年度は定着し、期間短縮効果があ

った。 

 

 

Ｄ. 考察 

様々な施策を導入し、部分的には期間短縮効果がみら

れたが、全体を通してみた時に短縮はされていない。 

 

 
 

Ｅ. 結論 

2020年度に実施した期間短縮WGを機に、現行の枠組み

の中で改善できることをこれまで多々取り組んできた。

その結果、部分的な短縮は実現できた。 

・「適合ドナーへの通知、それに対するドナーからの

返信」をWeb上でできる仕組みを導入した結果、通知か

ら返信受理までの期間が5日短縮した。 

・確認検査判定の運用を変更（※）した結果、確認検

査実施から判定までの期間が3日短縮した。※基準によ

り適格・不適格が明らかな場合は、地区代表協力医師に
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判断を求めず地区事務局が振り分けることとした。 

しかし一方で、適合から提供まで全体を通した期間は

縮んでおらず、より大幅な改変も視野に検討を進めてい

く。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

 

Ｇ．研究発表  

【1】論文発表 

 なし 

 

【2】学会発表 

1．〇小川みどり「患者の希望に応じた採取調整実現に

向けて 他」第 44回日本造血・免疫細胞療法学会総会

造血幹細胞移植推進事業フォーラム（2022年 5月）横

浜 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 

【1】特許取得 

 なし 

 

【2】実用新案登録 

 なし 

 

【3】その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


